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 ヒトの主要組織適合遺伝子複合体（MHC）であるHLAは、多用な病原体由来のペプチドと結

合するMHC 分子をコードし、抗原特異的免疫応答を制御している。また、HLA はゲノムの中

で多型性に富む遺伝子群であり、人種に特有のHLAハプロタイプが存在する。本研究領域は、

日本人特有のHLAを中心として、HLAの成り立ちの進化学的な解明を目指すともに、HLAと免

疫関連疾患の原因の究明、ペプチドの結合阻止分子を同定し、治療戦略の道を拓くことを目

的としている。ゲノムリシークエンシング、立体構造解析、医薬分子探索等の技術の進展を

捉え、一時期停滞した感のあったHLA研究の新たな統合的展開を目指す本研究領域は重要な

提案である。研究計画も日本並びに世界のHLA研究を先導してきた領域代表者を中心として、

本研究分野の先導的研究者が最新の理論・技術を駆使して取り組み、その目的達成に向けた

具体的なものであり、着実な研究成果が期待できる。若手研究者の海外研究の為の派遣など

ユニークな計画を立案している点も評価できる。HLA の進化の考察、創薬開発に向けた重要

な情報が提供されることが期待できる。 

 


